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実践的指導力の育成に向けた「教職実践演習」の研究

生 野 金 一

1 はじめに

教職に関する科目である[教職実践演習」は，平成22年度より新設科目として教職課程の中に

位置付けられた。そこでは，教員としての最小限必要な資質能力の全体について，確実に身に付

けさせるともに，その資質能力の全体を明示的に確認する(1)ことを願っている。その「教職実践

演習jの内容をめぐって，中央教育審議会の答申では，

① 使命感や責任感，教育的愛情等に関する事項

② 社会性や対人関係能力に関する事項

③ 幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項

④ 教科・保育内容等の指導力に関する事項等の四者を含めることが適当であるとする ω。

以下においては，本研究の中核となる実践的指導力の育成と関わりのある④について克てみる。

④には， I自ら主体的に教材研究を行うとともに，それを活かした学習指導案を作成することがで

きるか。JI教科書の内容を十分に理解し，教科書を介して分かりやすく学習を組み立てるととも

に，子供からの質問に的確に応えることができるかoJI板書や発問，的確な話し方など基本的な

授業技術を身に付けるとともに，子供の反j志を生かしながら，集中力を保った授業を行うことが

できるか斗「基礎的な知識や技能について反復して教えたり，板書や資料の提示を分かりやすく

するなど，基礎学力の定着を図る指導法を工夫することができるか。j等の内容が含まれる。科目

「教職実践演習Jは，授業づくりより授業実践にいたる実践的指導力を身に付けることを願ってい

る。

「教職実践演習Jにおいて，教員として必要な資質能力の育成に当たっての授業方法をめぐっ

て，答申は， I役割演技(ロールプレーイング)やグループ討論，事例研究，現地調査(フィール

ドワーク)，模擬授業等を取り入れることが適当であるωoJとしている。ここでは， I教職実践演

習Jにおいて模擬授業を導入するとしているが，これは教材研究，学習指導案・板番計画・発問

計画・作業のプリント・教材等の作成等の授業設計より授業実施にいたる一連のことを受講者で

ある学生に体験させることによって教師(教員)としての実践的指導力の基盤の育成を志向してい

るに他ならない。前述の如く「教職実践演習jにおいては， I教員としての最小限必要な資質能力

の全体について，確実に身に付けさせるともに，その資質能力の全体を明示的に確認するJとあ

るが，その資質能力の育成をめぐっては， I教職履修カルテjを活用し，個々人の課題を設定し，

その課題を解決する過程を通して資質能力.(実践的指導力を含む)を育成していくことが重要で

あろう。この科目の特色は，学生が「教科に関する科目Jや「教職に関する科自J等の学習状況
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を踏まえ，それぞれの到達状況を確認し，自己の課題を発見し，それを模擬授業等に等によって

解決することにある。それは， I教職履修カルテ」の指標によって，個々人が教員に求められてい

る資質能力を確認することから始まる。このようなことに鑑みるとき， I教職履修カルテjが如何

に重要であるかが分かる。

以上のことを踏まえ，本研究では， 1-教職履修カルテJを活用した個々人の課題設定のあり様の

研究，その課題を基に資質能力の力量を育成する方法の研究を自的とする。

2 本研究に関連する園内の研究動向

「教職実践演習Jは，平成22年に教職課程に位墨付けられ，短期大学では，平成23年より， 4 

年f!JU大学で、は，平成25年よりそれぞれ実践されている。この「教職実践演習」の実践や研究の

動向を見てみる。

前者の実践の面では， Iカルテについては， r教職実践演習Jの授業の l司自に Web上で入力

させており J(京都地[K私立大学教職課程研究連絡協議会 会報 第33号 2014年)， I課題を課

すことによって対応J(向上書)， I学生がなかなか入力しないということもあった。J(京都地区私

立大学教職課程研究連絡協議会 会報 第34号 2015年)， I履修カルテの活用です。ほとんど活

用しないという大学も出てきましたJ(関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会 会報 第76

号 2015年)， I教職履修カルテを活用せず課題の設定J(臼本保育学会，ポスター発表 2016年

5月)等の実践報告からも明らかなように， I教職実践演習」の本来のあるべき姿とは，議離した

状況にある。

一方，後者の研究の面では，① Ir教職実践演習(仮称).]の指導の在り方に関する研究J(福間

経大論集 第39巻 第l号)，② Ir教職実践演習jの施行に向けた試行的実践(1 ) J (千葉大学教

育学部研究紀要 第60巻 2012年)，① f自己成長を目指す教職実践演習テキスト j(原田恵理子

編著 北樹出版 2014年)，④「全学教職課程における教職実践演習への取組(3 ) J (岡山大学教

師教育時発センター 2015年)，⑤ Ir教職実践演習jのコース別演習としてJ(1きょう土をひら

くJ(小学校 4年)， I国会のはたらきJ(小学校 6年生)等の模擬授業。日本教師教育学会 第2

5回研究大会 2015年)，⑤「教員養成の質保証に向けた教職実践演習のモデル開発に関する研-究

( 1 ) J (向上書)等に関する内容が認められる。

上記の②と①は，課題を設定し，それを学習指導案の分析や模擬授業によって解決していると

ころに特色が認められる。②の場合は， r教員採用前に，自分の課題を自覚し，不足を補い，定着

を図ることができるように設定されたものである。」とし，その諜題を「教育実習で自分が実施し

た授業や学習指導案等を再分析し，学級経営や授業の指導案を作成できるように実践力を付ける

ことを自指すj としている。そして，①の場合は，教師が fきょう土をひらく J(小学校4年)，

「国会のはたらきJ(小学校 6年生)等の単元を設定し，その課題を模擬授業によって解決すると

いう授業展開である。いずれも課題を設定し，それを解決することを通して，教員に求められる

資質能力，とりわけ実践的指導力を育成しようとする点は共通している。しかし，ここで問題と
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なるのは，教員に求められる資質能力，特に実践的指導力を育成するための個々人の課題設定で

ある。短期大学では， 1年半， 4年制大学では， 3年半それぞれ「教科に関する科自jや「教職

に関する科ElJ履修してきている。その履修状況は，それぞれの授業科目が終了する産前，つま

り第13回から第15回の関に「教職履修カルテjに受講者である学生に記入させることによって把

握することが望ましいとされている。この期は，到達目標に従って進められた授業も終盤に入り，

受講者である学生は，授業内容のほとんどを理解し，学習の成果や謀題等を整理することができ

ると考えるからである。また，自己啓発のためにカルテを記入するという目的に鑑みるとき，各

年度の終わりに必要な事項を記入する(教職課程認定申請の手引き)のである。このような作業

によってこうして受講者である学生の「教職実践演習jへのモチベーションを高めることができ

る。こうした把握の観点より，先に掲げた「教職実践演習」に関する研究に目を転じてみると，

いずれも「教職履修カルテ」を活用して，課題を設定し，それを解決するといった「教職実践演

習jの研究であるが， 1教職履修カルテ」を活用して，それを解決するといった「教職実践演習」

の在り方とは異なる。

「教職実践演習jの実践と研究の動向を見てみると， 1教職実践演習Jにおいて極めて重要な位

置を占める「教職履修カルテ」の記入，そしてそれを活用して受講者である学生自身が自己の課

題を設定するといった点とは異なっている。教員に求められる資質能力を身に付けるためには，

四者の資質能力の具体的な指標(概ね30項自)を授業科自との関わりで，まず個々の学生が，将

来，教員になる上で，自己にとって何が課題であるかを明確にし，そして必要に応じて不足して

いる知識や技能を，役割演技，グループ討論，事例研究，模擬授業等によって定着を関ることで

ある。

3 1教職履修カルテjを活用した課題の設定

1 1教職実践演習jの目的

(1)教育課程の履修や様々な活動を通じて，教員として最小限必要な資質能力が形成された

か明示的に確認する。

(2)教員になる上で自己にとって何が課題であるかを自覚する。

(3) 不足している知識や技能を補い，その定着を図る。

2 1教職履修カルテjの記入について

(1科目履修上のポイントJ，1授業の力点J，1自己評価J，1学んだこと・課題等jを記入

〈援業時の後半で，第13回より第15回の間〉させる。担当印)J

(1) 1科目履修上のポイントJJの欄

授業担当者は，授業の到達自標や授業内容を踏まえ，受講者である学生に理解させたい，

確認させたい内容等を「科目履修上のポイントJJの欄に記入させる。例えば， 1保育内容

(人間関係)Jの場合， 1①人間関係に関する指導案を作成し，それを基に模擬保育を実践す

ることができる。②模擬保育の観察記録を基に，教育・保育の実際 指導のあり様を振り
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返ることができる。J.r教育課程論」の場合， r①教育課程編成の基本的な考え方を理解す

る。②指導計画の作成手順について考察するoJ，r初等教科教育法(国語)の場合， r国語

の授業を設計し，それを基に模擬授業を実践することができたかを確認する。逐語記録を

とり，それをもとに授業を振り返ることができたかを確認するJ等の内容を，板書した

り，口頭で伝えたり，パワーポイントで提示したりして，受講者である学生にしっかり伝

える D

(2) r授業の力点」ゃ「自己評価J欄

「科呂履修上のポイントJJに記入した内容と最も関わりを有する指標に二重丸 (Q)) や

一重丸(0) を記入させる。そして，それぞれについて 1~5の5段階で自己評価させる。

(3) r学んだこと・課題等Jの欄

個々の学びの成果と課題等を記入させる。「教職履修カルテ」によっては，その書き方

は，それぞれの指標ごとに倍々の学びの成果と課題等を記入させる場合，項目 1の内容を

念頭に置いて個々の学びの成果と課題等を記入する場合とその方法は多岐に亘っている。

(4)担当印の欄

授業担当者が押印する。授業担当者は，それぞれの授業において「教職履修カルテ」を回

収し，必要事項が記入されているかを確認した上で，押印する。その際，特に学んだこと

や課題等個々人の状況を把握しておくとよい。

押印後は， r教職履修カルテjを受講者である学生に返却する場合があるが，その際， 2 

年次の後期及び4年次の後期の f教職実践演習jの授業において， r教職履修カルテJを活

用することを念頭に置いて，それをコピーして大学で管理しておくことが望まれる。また，

受講生である学生には 「教職麗修カルテjを紛失しないようにしっかり管理しておくこと

を伝える。

3 自己の課題設定の方法

「教職履修カルテ」に記入した[学んだこと-課題等」を基に，個々の学びの成果や課題等

を整理し，それを基に自己にとっての不足する知識や技能等を明確にする。その際，以下の

点に留意する。それは，

① 「教職履修カルテJの指標を基に，これまでの学修過程を振り返り，整理しているか。

② 4つの資質能力を踏まえ，自己にとって不足する知識や技能等を分析しているか。

① これまでの学修を振り返って教育・保育への興味や関心を持っているか。

等である。

{具体例i

以下は，受講者であるW.Mが， r教職履修カルテJを基に資質能力をめぐって自己評価

を行った内容である。それを踏まえて，如何に課題を設定し，その課題の解決をいかに行

ったかを簡約する。
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)年次の評価|教職に対する意識 4 .③. 2・1

{教科に関する科目}

{教職に関する科目}

「初等教科教育法 (I~語)J i特別活動の指導法」等の授業の中での実践を通して，ただ児童j主に内容を理

解させるのでなくねらいに従って内容を指導していくことの大切さを学んだ。そのためにも，教材研究の

段階で教師はその内容を確り理解しなくてはなたないと思った。

そして，模擬授業の際に板書のとき，まだ習っていない言葉や漢字を使ってしまったことがあり，児童

の学習状況を認識した上で，対応することの重要性も分かった。また，児童の反応を見ながら，それを生

かし，発問や話し方を変えることで児童の積様性を引き出すことができ 主体的な授業を展開することが

できると患った。これらのことは「逐語記録jによってはっきりした。

国語の授業は，一つの単元を学習するのに数時間かかるので，一単位n寺問で終わらないことが多い。実

際の授業に置いては，導入の段階で前時学習の振り返り，つまり前時を復習する場面を組織し，Jしっかり

思い出させた上で，本11寺の方向性を示し，授業を進めていくことの大切さを，模擬授業を通して感じた。

このように本時の一連の流れが分かる児童は，授業に参加しやすく，積極的に発表したいと思えるように

なることを，模擬設業を学習者として体験することによって気付くことができた。このようなことを生か

して授業づくりをしていきたいと思う。

{不足している知識や技能]

授業づくりから授業実践という一連の流れについて学んだが，学習指導案の作成3 発 I~耳計画の作成，板

書計画の作成，ワークシートの作成等の授業づくりの力量については，他の教材や題材等において理解を

深める必要があると思つt.:.o

f教職課程における自己評価J(1教職履修カルテJの整理)を基に「教職実践演習」のあり様を

志向し，授業を設計し，展開していくことである。

受講者である学生は 「不足している知識・技能J(1教職課程における自己評価」の榔)をめぐ

って， 1学習指導案の作成，発問計画の作成，板書計画の作成，ワークシートの作成等の授業づく

りの力量については，他の教材や題材等において理解を深める必要があるjと指摘している。こ

のようなことは，他の学生も指摘している。こうしたことを踏まえて，ここでは学習指導案の意

義や役割の確認という課題のもとに授業を組織した。まず，教材 fスイミーJ(小学校第2学年の

文学的文章)の学習指導案(細案)を配布し，それについて解説を加えた。解説した内容はそれ

ぞれ学習指導案の側注に掲げた。異なる教材の学習指導案(細案)について改めて解説を加える

こと(特に， 1本時」を中核に据えて， 1目標J1]準備J1実暗号J<導入→展開→終末〉等のそれぞれ

の内容を確認し，そして「呂標jと「準備Jと f実際j等との関連性，さらには「実際J<導入→

展開→終末〉の学習過程における「学習活動jと「教師の支援Jとの整合性等について触れた。)

によって，受講者である学生は学習指導案の意義や役割を再認するであろう。加えて，学習指導

案の一般的様式，つまり学習指導案の要素(単元観〈題材観>，単元く題材〉の呂標，全体の指導

計画，本時)についても理解を深めるであろう。その後，受講者である学生は，解説に従って

グループ毎に学習指導案等を作成し，模擬授業を行うに当たってグループ毎に作成した指導案が

適切であるか否かを検討し，そして適切なものとなるように修正を加えた。

以下に，効果の一端を掲げる。①グループは， 1児童の国語に対する関心を深めたり，思考力や

想像力，言語感覚を養ったりするために分かりやすい良い授業を自指して学習指導案を修正した。」
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とし，そしてその際 1(1)教材研究J， 1(2)思考場面の設定J， 1(3)指導法」の三者の観点より

修正を加えている。次に， 1 (1)教材研究jをめぐっての効果を掲げる。

受講者である学生は，学習指導案を修正するに当たってまず以て教材研究の重姿性(ポートフォリオに

おいて)を指摘する。指導者である教師は， fif語科の学習指導の媒体としての教材について，それが蔵す

る胸J的lli1直について，内容的，言表的，能力的な観点より徹底的に考察し基礎的理解を涼める必要があるヘ

このような把握の観点より①グループが修正した学習指導案に自をili王じてみると， r教師iの支援j①①④，

「主な学習活動j ③等からは教材研究の様相の~jNIT を窺いう、n ることができょう。「教 rnlî の支援j ①①では，

11時間的)11刻字J(1春になるとJ1二，三日たつとJ)と「事柄の内容jの)lln)字性や構造を捉えていることが分

かる。教材「たんぽぽのちえjは，花が咲いてから1'1JliJJを増やすために種を飛ばすまでのたんぽぽの仕組

み(知恵)が時間的)lli{序を追って述べられている (p110. 匡l語学習指導書， 2年上たんぽぽ光村図書)。

その構造は，意味段落の冒頭に「春になるとJr二，三日たつとj といった一定の時期や EI数を示し，その

後は11寺1mの経過等を示し，そしてそれぞれ時期ごとに知恵(事柄)を述べるという関係になっている。そ

の知恵は，たんぽぽの生長に従って順序よく述べられ，そして事象の変化とその原因や理由が分かりやす

く述べられている。このようなことを踏まえて，①クーループの11多正した学習指導案を改めて見てみると，

特に「主な学習活動J①では，教材研究のもと「たんぽぽの花と i!Q!Jが地而に倒れるlllU主lJが整理して掲げ

られている。ここからは，学習指導案作成に当たって①グループが教材の核・幹・校等に十1=1当する言語

(言葉)を精選し，全体のj脈絡を構造付け，重点化していることの一端を窺い知ることができょう。このよ

うな点からも①クソレープが教材研究の霊嬰性を指摘したことは領けよう。ここからは，教材観の育ちの一

端が認められる。

4 特別活動における授業設計力~学習指導案の修正を通して~

前述した「教職実践演習jの事例を踏まえ，以下に特別活動(学級活動)の授業づくりについ

て考察を加えることにする。特に，学習指導案の修正を通して，教員に求められる資質能力，就

中実践的指導力の基礎の育成について考察を加える。

ここでは，まず授業づくりの様相に触れ，次いで「教職履修カルテJを活用した課題設定の様

相を掲げ，最後にその課題の解決を如何に試みたかについて考察を加える。

1 授業設計力をめぐって

授業者は，常に質の高い授業を志向して授業を設計し，実践するよう心掛けることが重要であ

る。その授業の質であるが，それは授業を受ける児童の質(立場)に依存していることは言うま

でもないが，児童の貨の違いにどれだけ対応した授業であるかということが授業の質を決定する

という意味では，結局授業の質は授業者の質によるといわざるを得ない。授業設計者が郎授業実

践者となり得ることを念頭に置くとき，質の高い授業を展開するためには，授業っくりの力量，

つまり授業設計力を可能な限り高いレベルで体得しておくことが前提となる。その授業設計力は，

単元や題材の研究，教材の研究，学習指導観，児童観等とその基盤となる力量，そしてそれを踏

まえた学習過程の組織，学習指導案の作成，板書計画の作成，発問計画の作成，ワークシートの

作成等の授業展開力を構想する力のことである。実践的指導力の基礎の育成に当たっては，上記

の授業設計力(児童観を基盤とした)を受講者である学生が意識し，体得するような授業を展開

することが急務である。
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2 課題の設定をめぐって

受講者である学生は， I科呂履修上のポイントJ(学級活動の授業を設計し，それも基に授業の

流れを説明することができたかを確認する。) (特別活動論)を基に，娼々の学修の様相を「教職

履修カルテJ(学んだこと・課題等jを記入した。そして，個々の学びの成果や課題等を整理し，

それを基に自己にとっての不足する知識や技能等を明確にした。その様棺を「教職に関する科目j

において見てみる。

受講生 1. Tの「教職履修カルテjのまとめと課題

)年次の許制li I教職に対する意識 @. 3・2・1

{教科に関する科!ヨ}

{教lf訟に関する科 1:3] 

「特別活動論jにおいては，学校生活をおくる上で，人間関係をどのように構築するのかという点から，

重要となる事項について学び，そしてどのように指導するかということを学んだ。

また，学習指導法に関係にする基礎f市・基本的理論について学び，それは指導法への応用力の前提なる

点でとても重要であると思った。

さらに，学習指導案の形式や要素を学び，と l可1I寺に学留の過程についても学んだ。導入→展開→終末と

いう学習過程にしたがって，児童生徒にわかりやすく教える授業展開の様子について学び，これを踏まえ

て学習指導案を作成することができたと思う。

このような経験を生かして授業づくりをしていきたいと思う。

[不足している知識や技能]

学習指導業を作成するにあたり，児童生徒の考え方の{頃向等の実態をとらえたり，問題解決の過程につ

いて検討する:必要があると患った。学習指導案は，細部にわたって修正する必要があるということを改め

て感じた。例えば，呂当てを設定する捺，児童生徒の日常の経験をどのように切り取って導入の段階で提

示するか，それをもとに本Il寺の目当てをどのように設定していくかなど課題がある。とにかく，授業を設

計ーする能力を育む必要があると思った。

ここで受講者である学生 1. Tは， I不足している知識・技能」をめぐって， I目当てを設定す

るi祭，児童生徒の日常の経験をどのように切り取って導入の段階で提示するか，それをもとに本

時の目当てをどのように設定していくかなど課題がある。Jと指摘している。導入の段階における

自当ての設定をめぐっては，他の学生も「ねらいを明確にしておくことで，授業を進めていくと

き，そこにたどり着くために様々な工夫を講じることができる。J(A . T)と指摘している。ま

た，展開の段!暗をめぐって， Iどのように指導するかを考えることが重要であると思ったoJ(A . 

T)， I考えさせる場合， しっかりその手順を示すこと，といったように指導法を工夫する必要が

あると患った。J(S . T)， I児童に体験を基に思考させる場面を設定することが重要である。『主

な学習活動jと「教師の支援Jとの整合性が図れていないように思う。J(T . N)等を指摘して

いる。

受講者である学生 1. Tは，導入の段階における目当ての設定の仕方のあり様の検討ー(児童生

徒の実態を踏まえた)，そして展開の段階における内容の深化のあり様等と指導法をめぐっての課

題，さらには指導案の書き方等をめぐっての課題を掲げている。
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3 課題の解決(実践的指導力の基礎の育成の向けて)をめぐって

前述した「震修カルテjのまとめ， r不足している知識や技能」をそれぞれ確認し，それを踏ま

えて学習指導案の改善という課題のもとに授業を組織した。それは，導入の段階での目当ての設

定のあり様，展開の段階での思考深化のあり様， r主な学習活動」と「教師の支援Jとの整合性等

と学習指導案の書き方をめぐって，多くの受講者が指摘しているからである。

まず， r特別活動の学習指導案(細案)J (わすれものをしないようにしよう。)と「学習指導案

の形式jに関する資料を配布し，特に「題材の設定の理由Ji本時のねらいJを踏まえて， r実際J

の「導入→展開→終末jのそれぞれの過程の書き方について解説を加え，そしてねらいを達成す

るために「主な学習活動J，r教師の支援」は適切であるか否かを検討し，修正するように指示し

fこO

以下に受講生である学生が個々に修正した学習指導案の一部を掲げ，考察を加える 0

.受講者 1・Tが修正した学習指導案の一部

{本時1(避難訓練)

(1) ねらい

地震が発生した場合のことを想定し，秩序正しく安全に，且つ迅速に避難する態度を育てる。

そして，安全意識を高める。

(2) 実際

教師の支援(修正前)

{導入}

教師の支援(修正後) 備 考 ( 説 明 )

-宿題にしていたピデ I.避難言II~i束のピデオや写真をみ I i訓練の重要牲を気づかせるj と教師の支援

オの感想、を発表させ iせ，突然起こりうる自然災害 iに記していたが，具体的な手立てが不足してい

ることで，災害に対 I (地震)に対してどのよう備|た。実際に生徒に白然災害(地震)が起きた時

する準備や訓練の重| えておくべきか，また学校生 lの様子を生徒にみせて，災害に対する備えを考

要牲を気づかせる。 I活を送る上でどのように事前 iえさせることによって避難訓練の重要性に気づ

に対策をとるべきかを考えさ|かせることが大切であると思った。発表に対す

せる。そして，避難訓練の重 iる指摘を受けて，指導法の工夫が必要であると

要性に気づかせる。 I思った。

-本11寺の目当てを短mtI .本時の目当てを短冊で提示! 本時の目当ては「避難訓練の大切さを知り，

にて黒板に提示する i し 音読させ ワークシート iその訓練の仕方を体験しよう。jである。導入

ことで白的意識をも! に書かせる。そして，本u寺の!の最初の段階のビデオや写真と関連付けて，百

たせる。 I 目当てを意識させる。 I当てを音読させたり，ワークシートに警かせた

りすることによって，避難詰iぱ:束対する意識を持

つことができ，またその重要性に気づかせるこ

とができると考えた。このように学習指導にお

いては，手立てを講じることが重要であると患

った。
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@受講者A.T修正した学習指導案の一部

{本時1(チャイム着席)

(1) ねらい

チャイム着席の意義を理解し，協力しながらチャイム着席を心がけることの必要性を理解し，

時間を守りながら行動しようとする態度を育てる。

(2)実際

過程 主な学習活動 教師の支援

展開 3) チャイム着j需ができない(チャイム後)原因を考え発表 -チャイム着112ができない原因， !~っ

する。 たことを発表させる。

-トイレをしていて遅れる。

-話をしていて遅れる。

.11寺間を見て行動していない。

{}， 

前…一正一
ケ
参
一

援一支一の
一
]

将
叩
一
間
協
同

劇
一
線

教訓iの支援(修正後) b
れ

η
M
W
 

考(説明)

i チャイム着席がで I 1 まず，なぜチャイム着席が

きない原因，困った| でないのか倍々で考えさせ，

ことを発表させる。 I その後グループごとにチャイ

ム着席ができない原因，そし

て出来なくて I~ ったこと等を

考えさせる。その際，どんな

場面であったかを思い出させ

る。発表させ，それを黒板に

書かせる。

導入の段階で「チャイム着席ができない原因

などを発表させる。」と記したが，ここではど

のような手順で考えさせ，発表させるか具体的

に記されていない。考えさせる場面でも，どん

な点から考えさせるかについ記されていない。

思考させる場面を設けること，それに指導j去を

工夫する、などがとても重要で、あると考えた。

このようにすることで，生徒は学習に対して興

味や関心を持って取り組むであろうと思った。

発表に対する指摘を受けて，指導法をもう少し

工夫する必要があると忠った。

-受講者T.Sが修正した学習指導案の一部

{本時1(忘れ物指導)

(1)ねらい

忘れ物をする原因について考え，それをもとに忘れ物をしないための方法を考え，忘れ物を

しないことの大切さに気付くようにする。

(2) 実際

教師の支援(修正前) 教師の支援(修正後) 明t 表J (説明)

{展開}

-なぜ忘れ物をするの -忘れ物をしたH寺，その日の朝 「……調べさせる。」と書いたが，具体的場面

か，その時どういっ の様子，前の夜の様子をそれ を掲げ，その時の様子を考えさせることが重要

た状況であったかを ぞれ想起させる。具体的には， であると考えた。忘れ物をした理由について，

児童に考えさせ，発 「登校前に今日の学習内容を 具体的な手立てを講じて，思考させる場面を設

表させる。 確かめたか。Ji前の夜に時間 定することにした。また，ここでは， i主な学

-準備，確認を怠って 割を確かめたか。J等と|習う 習活動Jと「教師の支援Jとの整合性がはかれ

いないかを調べさせ て考えさせる。 ていなかったので，そのことも考えて修正した。

る。
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@受講者 S.Tが修正した学習指導案の一部

{本時] (忘れ物指導)

(1) ねらい

忘れ物をする原因を理解し，忘れ物をしないようにするための対策を考え，忘れ物をしない

とし】う態度を育てる。

(2) 実際

主な学習活動(修正前) 主な学習活動(修正後) fiilj 景J子 (説!珂)

{展開}

3 ;忘れ物をした原因 3 アンケートを基に忘れ物を . Iおもな学習活動jの書き方は，文末を「す

を考えさせ，近くの した原因を考え，それを基に る。」と書かなければいけないのに，そのよ

人とその]盟i二1:1につい グルーフ。てfiEし合う。 j京IZ_CJを うに書かなかった。忘れ物について考えさせ

て意見を交換する。 プリントまとめる。 る場合，具体的手立てを講じなかった。それ

は「プリントにグループでまとめる。」とい

うことである。考えさせる場合， しっかりと

手Jlli~ を示すといった指導j去を工夫する必要が

あると患った。そうすることで児童は主体(11

に活動の取り組むことができると思う。

1 r導入段階での指導jについて

各教科における導入段階は，学習への動機付けを重要視する観点より既習内容との関わりにお

いて本時の目当てを設定していくのが一般的である。しかし，特別活動や道徳、等においては，一

単位時間で学習指導が終了する場合が多いので，導入の段階での学習への動機付けは多少異なる。

特別活動や道徳等の呂標が実践的態度の育成を志向している故，児童生徒の日常の生活経験を重

要視した学習への動機付けが行われる。斯様のことを念頭に置いて， 1 . Tが組織した導入の場

面にlヨを転じてみると まず f避難訓練のビデオや写真をみせ，……Jとあるように生活経験の

内容を切り取って提示しそれを基に学習の目当てを設定(本時の自当てを短冊で提示し，……)

している。ここでは，既習の知的経験を基盤に新たな課題の設定によって知的好奇心を喚起し，

学習者の探求行動を誘っていこうとする立場である。その特色は，主体の内1WJに想定する動機の

発現の重みを置いている。したがって これは内的動機付けと称することができょう。内的動機

付けは，環境内の事物やそれについての観念の有意味な関係を知ろうとすることから生じたり，

知的好奇心から生じたりする動機付けである(九

導入の段階での教授行動を見てみると，既習事項を基に学習に対する必要感を持たせ，そして

それを基に「如何なることを学習するのか。」という方向で問題意識を高めようとしている。具現

すれば，自然災害(地震)が起きた時の様子をビデオヤ写真によって提示し，避難訓練の重要性

に気付かせようとし，Jそしてそれを踏まえ，短冊によって学習に自当てを提示し，視覚に訴えた

り，音読させたり，ワークシートに書かせたりして学習の日当てを意識付けている。指導法とい

う観点より導入段階を見てみる。受講者 1. Tは， r {I多正後Jの「学習指導案」に「……自当てを短

冊で提示し，音読させ，ワークシートに書かせる。」としているように，学習者である児童生徒が
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学習の仕方をしっかり理解するようにその方途を提示している。「備考(説明)Jの部分に「学習

指導においては，手立てを講じることが重要であると思った。(イ )J とあるように指導法の工夫

が認められるが，これをめぐって 1. Tは，ポートフォリオにおいて「受講者である生徒が主体

的に学習に取り組む点から，可能な限り学習方法を具体的に提示することが重要である。」と指摘

している。

2 I展開段階での指導jについて

A.T， T'S， S'Tの三者に展開の段階における指導の棟相を見てみる。いずれも導入の

段踏で設定した学習の目当てを解決するという課題解決に過程をとっている。ここでは，学習の

臣当てを解決するに当たって，学習者である児童生徒に考えさせる場面 グループで検討する場

面等を設定している。具現すれば，忘れ物指導をめぐっては 「登校前に今日の学習内容を確かめ

たか。J(教師の支援)0 Iアンケートを基に忘れ物をした原因を考えJ(主な学習活動)とあり，そ

してチャイム着席をめぐっては， Iなぜチャイム着席がでないのか個々で考えさせJ(教師iの支援)

とあり，学習者である児童生徒に思考させる場面を設けている。また チャイム着席をめぐって

は， Iグループごとにチャイム着席ができない原因JI発表させ，それを黒板に書かせる。J(教師

の支援)とあり，そして忘れも指導をめぐっては， Iグループで話し合う。J(主な学習活動)とあ

り，学習者である生徒にグループで検討させる場面を設けている。

修正後の「教師の支援jや「主な学習活動」の部分に目を転じてみると，受講者A.Tは「発

表させる。」を「個々で考えさせ，その後グループごとに……考えさせる。……発表させ，それを

黒板に書かせる。Jと修正し，また，受講者S.Tは「考えさせ，Jを「アンケートを基に……考

え，グループで話し合う。」と修正しているように具体的な手立てを講じ，児童生徒が主体的に取

り組むように指導法を工夫していることが分る。それは，受講者A.Tが「発表に対する指摘を

受け，指導j去をもう少し工夫する必要があると思った。」と指摘していることからも理解できょ

う。そのことは，受講者A.Tが「備考(説明)Jの欄で「発表に対する指摘を受けて，指導j去を

もう少し工夫する必要があると思った。」と指摘していることからも理解できょう。

更に， I主な学習活動」と「教師の支援j との整合性という点についても触れている口受講者

T.Nは「本時の展開の書き方で『主な学習活動jと『教師の支援Jとの整合性が図れていない

と思う。」とし，そして受講者T.Sは Ir主な学習活動jと『教師の支援』の整合性がはかれなか

ったので，そのことを考えて修正した。Jと指摘している。「教師の支援jの部分では，学習活動

について指導上，特に注意する点，思考を誘発するための指導上の留意事項を述べる。具現すれ

ば，教材提示の方法，集団形態や集団活動の指示，指名の方法，個別への対応，学習習慣の形成

等について述べる。このような点からも「主な学習活動jと f教師の支援Jとの整合性を図るこ

とは重要なことである。

更に又， I主な学習活動」と「教師の支援jの書き方についても触れている。これは学習指導案

を作成する際の基本的なことである。
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5 おわりに

「教職履修カルテJを基に受講者である学生は個々の課題を明確にし，そしてその課題の解決を

志向しプレゼンテーションのために作成した学習指導案に修正を加えた。先の考察 (1導入段階で

の指導jについてや「展開段階での指導jについて)を基に受講者である学生の意識がいかに変

容したのかについて見てみる。

受講者である学生は， 1児童生徒の立場jをより意識して授業を構想している。例えば，受講者

1 . Tが「具体的な手立てが不足していた。実際に生徒に自然災害(地震)が起きた時の様子を

生徒にみせて，災害に対ーする備えを考えさせることによって」とし，又受講者A.Tが「指導法

を工夫するとなどがとても重要であると考えた。このようにすることで，生徒は学習に対して興

味や関心を持って取り組むであろうと思った。」としていることからそのことは分かる。授業を設

計する際には，単元，題材及び教材に対する児童生徒の実態，そして学習に対する一般的な傾向

を述べる。具体的には，児童生徒の学習内容に関する知識，理解等の実態、，学習内容に関する関

心，意欲，態度等の傾向，学習内容に関する見方，考え方等の傾向を把握する。児童生徒観は，

その教育の在り方を基本的に方法付けるものであるからである。こうしたことに受講者である学

生が気付くことは極めて重要である。前述した受講者 1. Tと受講者A.Tは，その一端に気付

いている。この背景には，これまで「児童生徒の立場」よりそれぞれのプレゼンテーションを開

くという体験があったためである。「児童生徒の立場Jと「教師の立場jとを重ね合わせて授業を

構想していることは， 1学習者に分らせるためには如何に対処すべきか。J1如何に学習者を主体的

に学ばせるか。Jr如何なる授業が学習者に魅力があるのか。」等にについて思いをめぐらしてのこ

とであろう。これらは，主に児童生徒観に鑑みた指導の方途に関する内容である。

受講者である学生が授業科目との関わりで，将来教員になる上で，自己にとって何が課題であ

るかを明確にすることは極めて重要であるが，それは容易でない。前述した教員に求められる資

質能力の四者の内容にはそれぞれ多岐にわたる事項が含まれているからである。そこで，その四

者の内容を，項目上項目 2，指標等とし，受講者である学生が個々の学習の状況を指標に従っ

て確認し，チェアクし，学んだことや課題等を整理することができるようにしたのが「教職履修

カルテJである。つまり， 1教職履修カルテjは受講者である学生が倒々の資質能力の全体を明示

的に確認するためのものである。ここに「教職履修カルテ」の重要性が存在する。

児童生徒理解を踏まえた学習指導案の作成，指導観等の授業を構想する力等の授業を設計する

力について見てきた。ここには，教師としての児童生徒観，指導観等の授業観が基盤となってい

る。この授業観は，教員に求められる実践的指導力の基礎の一端である。

しかし，教員に求められる資質能力の基礎の育成という点から見ると課題もないわけで、はない。

例えば， 1目当て」である問題を解決するに当たっては「如何なる方法で学習するのか」という

「学習の仕方の指導Jを「学習の目当ての提示Jのあとに位置付けることである。自ら学ぶ児童生

徒は，学習の仕方をしっかり身に付けている児童生徒であると言及されていることからも極めて

重要なことである。
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こうした課題を含め，課題設定からその解決についてはまだ多くの課題が認められる。このよ

うな課題をめぐっては，稿を改めて論じることにする。

[注]

( 1 ) 中央教育審議会の答申 f今後の教員養成・免許制度の在り方についてJ)平成18年

( 2 ) 向上書

( 3 ) 同上書

(4 ) 飛田多喜男・国語教育実践理論の会 問主にもできる国語科教材研究法の開発j 明治図書

21頁

(5 ) 東洋他編 『授業改革事典 3授業の実践j 第一法規 35頁

本稿は， 1"道私教協の研究助成」を得て成ったものである。記して感謝申し上げます。
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